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概要 

Abstract 

現在、貧困などの社会経済状況、社会構造、雇用などの社会的・経済

的要因が人の健康に影響を科学的に証明し立証する社会疫学研究

が進められている。健康に影響を与えると考えられている社会的要

因（社会的健康決定要因）のひとつにジェンダーがある。 

 

性に関する一般的な通念の生物学的な性としての男女に対し、ジェ

ンダーは人間が自分たちの手で形成し社会的に決定された女性お

よび男性のありよう
．．．．

（役割や責任等）を意味する。社会的要因の健康

影響を考えるとき、生物学的意味における性に加えてジェンダーの

視点を組み込むことはその健康影響メカニズムを考える上で重要な

理論的枠組みとなる。本講義では先行する実証研究を紹介しなが

ら、ジェンダーの概念や理論的枠組について考察する。また、日本で

顕著にみられる社会的健康格差の性差や性別役割分業規範の健康

影響についても考えてみたい。 
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